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1.研究の目的
近年，子どもをとりまく環境は大きく変化し，都市化に
よる子どもの遊び場の問題，インターネット，携帯電話な
ど高度情報化社会における心の問題，テレビやテレビゲー
ムによる社会適応能力，視力，体力の低下の問題など，子
どもの心身に様々な影響を及ぼしている。生活環境に関す
る問題として，乳幼児を含む子どもが冷房の効いた居室で
長時間過ごすことで，体温調節機能が低下し，暑い屋外と
冷えすぎた屋内の温度変化に対応できなくなるなどの問題
が起きている。子どもを対象とした建物の熱的な環境に関
する研究は少なく，都築の暖房使用状況についての実態調
査1，暑熱条件室と温暖条件室へ移動したときの体温調節
反応の影響について身体面からの考察2や思春期前後の少
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子どもをもつ家庭の冷房使用実態調査に関する研究
 住まい方と冷暖房負荷の検討
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Thispaperaimsatunderstandingwhatconstitutesahealthy,comfortable,andenergy-saving
thermalenvironmentinfamilieswithchildren.Theauthor,usingasoftwaretool,initialysimulatedthe
annualthermalconditionsandcomparedtheenergy-savingconditionswithregardtobothheatand
coolingloadsbyreducingtheset-updegreesoftemperatures,andsaw thatthesavingrateofheat
loadswashigherthanthatofthecoolingloads.Inthepresentstudy,theauthorfocusesonthe
coolingloadssincechildrenaregeneralysubjecttotheirparents・andelderlyfamilymembers・cooling
management.
In2009theresearcherdistributedaquestionnairetocolectdataabouttheuseofairconditioners
duringsummer.Analysisoftheresponses,from 657familieswithchildreninKanagawaandTokyo,
revealedthefolowing:
1.Grownupswerelessableto bearheatthan children,and werelikely to switch on theair
conditionerimmediatelywhentheyfelthot.
2.About50％ ofthefamiliesopenedtheirwindowswhenhot.
3.Approximately75％ ofthefamiliesansweredthattheyhadthoughtofrefrainingfrom usingthe
airconditioner.Amongthem,40％ didnotuseitinthemorningandalso40％ didnotuseitat
night.Likewisetheyhadfixedhourswhentheydidnotusetheairconditioner.
4.Throughfactoranalysestheresearcherdeterminedthatfourfactorsaccountedforwhypeople
refrainfrom usingairconditioners.Theanalysesalsorevealedthatconcernabouttheirchildren・s
healthwasoneoftheprimaryfactorsinfamiliesdecidingnottousetheirairconditioners.
5.Therewerenocorrelationbetweenthenumberofdaysfamiliesusedtheirairconditionersandthe
reasonswhytheyrefrainedfrom usingtheirairconditioners.
Theauthor hopesto createoptimalthermalmanagementdesign through moreexactand
comprehensivemeasurementsofthethermalenvironmentoffamilieswithchildren.
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年少女を被験者とした温熱中性温度環境下で，生理的心理
的反応を測定し，平均皮膚温と温冷感申告との相関関係を
検討3したものがあるが，これらは冷房使用に関する実態
調査ではなく，対象年齢も限られている。
また，子どもが多くの時間を過ごす住宅では，エネルギ
ー消費の増大が問題となっている。住宅の冷暖房消費の低
減を目的として，省エネ法に基づく住宅断熱性に関する省
エネルギー基準の制定などが行われているが，一般家庭の
エアコンの保有率は高く，日本のエネルギー消費のうち，
民生家庭部門のエネルギー消費量は年々増加傾向にある。
特に，夏期の日中の電力需要は高く，そのため電力供給が
迫している状況であり，地球温暖化に伴う省エネルギー
対策の一つとして，家庭での冷暖房用エネルギー消費の見
直しが必要とされている。一方で，密集，高層化した都市
の住環境においては，冷暖房設備による室内熱環境の制御
は良好な生活環境の維持に不可欠となっている。さらに，
住宅では，オフィスなどに比べて居住者が自由に環境を調
整することができるので，エネルギー消費量は同じ建物，
設備であっても，居住者の特性，住まい方，意識によって
違ってくる。
冷暖房時のどちらもエネルギー消費，居住者の快適性な
ど検討する課題があるが，特に夏期の場合は，日中に電力
供給が集中してしまう問題や，エアコンの使用による冷房
病，建物内でも熱中症を起こすなど居住者の健康に関わる
問題がある。また，居住者の住まい方によっても暖房時以
上に，冷房時は違いが出ると考えられる。
そこで，本研究では，冷房時における健康で快適な子ど
もの居住環境を省エネルギーで実現することを目的として
いる。まず年間のエネルギー消費量のうち，冷房の割合を
把握するため，冷暖房使用に関する既往の研究について整
理するとともに，シミュレーション手法を用いて冷暖房設
定温度，冷暖房期間，窓開放とエネルギー消費量の削減効
果について分析した。次に，子どもをもつ家庭を対象とし
て，暑さ対策，エアコンの使用期間など冷房使用状況に関
連する居住者の意識や住まい方について，アンケートによ
る実態調査を行った。
環境の変化に対して，適応するために起こす行動を環境
行動というが，本報では，室内の温熱環境を調整するため
の行動を環境調整行動とする。子どもの年齢にもよるが，
窓を開ける，エアコンをつけるなど子どもが直接環境の調
整ができない場合は，同居する大人の温冷感が基準となっ
てくる。大人の環境調整行動が，子どもにも影響を与える
と予想されることから，本報では，子どもがいる家庭の環
境調整行動の分類のための手始めとして，子どもへの配慮
から冷房使用を控えることがあるか，その理由について因
子分析を行った。また，冷房使用日数が冷房によるエネル
ギー消費量に関連があると考え，年間の冷暖房負荷につい
てまとめるとともに，冷房を控える理由との関係について
明らかにした。
2.住まい方と冷暖房負荷
2.1 冷暖房設定温度とエネルギー消費削減効果
熱負荷計算をする際の設計用室内条件4は，一般に夏期
は温度26℃（25～27℃），湿度50％（40～60％），冬期は温
度22℃（20～22℃），湿度50％（40～50％）とされている。
また，地域や方位などの立地条件，断熱性能など建物条件
によって異なるが，一般に設定温度1℃緩和で約10％の
エネルギー消費量削減といわれている。
ここでは，冷暖房設定温度を夏は1℃上げ，冬は1℃下
げたとき，年間の空調によるエネルギー消費はどの程度
削減されるかについて，熱負荷シミュレーションソフト
「LESCOM」5を用いて，図1に示す戸建て住宅6の構造を
木造と鉄筋コンクリート造（以下，RC造）の場合について
比較する。この計算対象住宅は，建築の熱環境分野の評価
基準となる日本建築学会住宅用標準問題モデルである。
表1に示す入力条件のうち冷暖房の設定温度のみを変化さ
せた。湿度は冷房時60％，暖房時50％とし，その他は同
一条件としたときの年間冷暖房負荷を比較した。図 2に
木造とRC造の年間冷暖房負荷を示す。設定温度を1℃緩
和すると年間の冷房負荷は木造，RC造とも約10％の削
減となる。暖房負荷は木造で約13％，RC造は約15％の
削減となった。
住宅における消費エネルギーは，居住者の住まい方によ
って大きく変わる。窓の開放による通風は自然エネルギー
利用であると同時に，心理的な解放感も得ることができる。
窓開放を行う住戸はエアコン使用を抑制する傾向があり，
ほとんど窓開放を行わない住戸に比べて冷房負荷の削減効
果がある。特に，夜間や日射の影響が少ない時間帯には窓
を開放し，冷房機器の使用を控えて過ごすなど時間帯によ
って使い分け，さらに十分な日射遮蔽と効果的な通風を
行うことで，冷房負荷は小さくなることが報告されてい
る7,8,9,10。
しかし，エアコンの使用を控えようと考えていても，防
犯や騒音，住宅密集などの理由により窓が開けられない場
合，良質な生活環境を維持するためにエアコンを使用せざ
るを得ない状況もある。エアコンを使用する際に，居住者
が選択できる要素として冷暖房の設定温度があるが，シミ
ュレーションでは一般にいわれる値と比べ，冷房ではほぼ
同等，暖房時はさらに大きい削減効果が確認された。
多数の人が同一空間で過ごすオフィスとは違い，住宅の
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場合は個人の好みによって，着衣量を含め，自由にエアコ
ンの発停，窓開放などの環境条件を変えることができる。
加えて，オフィスなどに比べてエアコンが設置されている
居室の大きさが小さく，エアコンの効きがよいので，オフ
ィスでいわれる温度設定である冷房28℃，暖房20℃より
もさらに緩和した温度でも十分である可能性が考えられる。
2.2 冷暖房設定温度とPMV制御
室内の冷暖房負荷は，温度，湿度，気流分布，入射日射
などによる室内の空気の状態が関係している。居室にいる
人間を対象に考えると，エネルギー消費だけでなく温熱環
境の快適性も重要な要素となる。温熱環境には室内の環境
要素として温度，湿度，放射温度，気流が影響し，人間の
要素として代謝量，着衣量が影響している。
PMV（PredictedMeanVote）は，気温，相対湿度，気流，
放射温度の4要素に着衣量，代謝量も含めた総合的な温熱
環境の快適性指標の一つである。快適範囲は－0.5≦PMV
＋0.5とされている。このPMV制御を用いた空調時の室
内環境や快適時間，エネルギー消費量について，遠藤ら11
は，次世代省エネルギー基準相当の断熱性能をもつ集合住
宅の動的熱負荷シミュレーションを行っている。PMVの
快適範囲を±0.5とした場合，熱負荷は暖房23℃，冷房
25℃ 設定とほぼ同等となり省エネルギーではないが，快
適範囲を±0.75とした場合，暖房22℃，冷房26℃設定と
ほぼ同等，快適範囲を±1.0とした場合は暖房21℃，冷房
27℃設定と同等になるとしている。
居住者の年齢，性別など条件の違いや，活動によって代
謝量が変化するため，快適な温熱感覚には個人差がある。
その前提条件を確認する必要があるが，環境省推奨のエア
コン設定温度である冷房時28℃，暖房時20℃は，快適性
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b）2階平面図
a）1階平面図
図1 住宅の間取り（木造RC造）
6
表1 入力条件
冷暖房設定温度
case 冷房 暖房
01 26℃ 22℃
02 27℃ 21℃
03 28℃ 20℃
04 29℃ 19℃
共通項目
躯体 木造（合板）またはRC造
窓 透明二重ガラス（3＋3mm）＋カーテン
断熱材 グラスウール（24K）床屋根外壁50mm
湿度設定 冷房時60％，暖房時50％
気象データ 1990年代標準気象データ
自然換気量 常時0.5回／h
キッチン換気 朝晩400m3/h，昼200m3/h
設定期間 夏期6/1～9/30，冬期12/1～3/31
a）木造
b）RC造
図2 年間冷暖房負荷
とエネルギー消費量の関係からみると，快適範囲±1.0を
こえるが，冬期は過剰に暖房器具を使わず着衣量を増やす，
夏期のエアコン使用時は消費電力の少ない扇風機等を併用
すると，設定温度を緩和しても風を感じることで体感温度
が下がり快適に過ごすことができる。
2.3 冷暖房期間
表2に1999年3月国土交通省経済産業省告示の「次
世代省エネルギー基準」による地域区分を示す12。全国を
I地域からVI地域の6つに区分し，また同じ県内でも地
域区分が違う市町村は別途区分されている。
次世代省エネルギー基準の地域区分によるⅠ地域:北海
道，Ⅱ地域:青森，Ⅲ地域:長野，Ⅳ地域:東京，Ⅴ地域:
鹿児島，Ⅵ地域:沖縄の全国6地点について，1971～2000
年までの気象庁の過去の気象データ13をもとに，平均気温
（図3）と平均相対湿度（図4）を比較した。図下に各地域
の月ごとの平均値を示す。図中の枠は東京の冷暖房期間，
網かけ部分は，東京の気温を基準とした各地の冷暖房期間
である。湿度は冷暖房負荷のシミュレーションの際，各地
域の標準気象データとして含まれているが，1971～2000
年の各地域の年平均湿度は，釧路77％，八戸74％，長野
73％，東京63％，鹿児島71％，那覇75％であった。温度
に比べて湿度は，年間で大きな変化はみられない。
環境省では2005年から地球温暖化の防止を目的に，温
室効果ガスを削減しつつ，オフィスで快適に過ごすため，
夏は軽装，冬は暖かい服装で過ごすクールビズ（実施期間
6/1～9/30），ウォームビズ（実施期間11/1～3/31）を提唱し
ている14。この設定期間は，温度を基準としていることか
ら，東京の気温を基準として各地域の冷暖房設定期間につ
いて検討した。
表3にその結果を示す。1971～2000年の東京の平均値
から夏期21.8～27.1℃，冬期5.8～8.9℃を気温の基準にす
ると，釧路は年平均気温が6℃で，11～5月（－5.3～7.9℃）
の期間が東京の暖房設定期間の気温に相当する。八戸の冷
房設定期間は 8月（22.3℃），暖房設定期間は 11～4月
（－1.2～8.3℃），長野は冷房設定期間7～8月（23.6～24.9℃），
暖房設定期間11～3月（－0.7～7.4℃），鹿児島は冷房設定
期間5～10月（20.2～28.2℃），暖房設定期間1月（8.3℃）
となる。那覇は年平均気温が 22.7℃ と高く，4～11月
（21.3～28.5℃）の期間が東京の冷房設定期間の気温に相当
する。また，図5は地域区分Ⅳの東京を基準に，Ⅰ地域
の北海道，Ⅵ地域の沖縄の各冷暖房期間を用いて，年間冷
暖房負荷を比較した。地域によって冷暖房の負荷の違いが
わかる。ただし，いずれも方位などの立地条件，間取りや
床面積断熱性能などの建物条件等，窓開放による通風を
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表2 次世代省エネルギー基準（地域区分）12
図3 平均気温（1971～2000年）（℃）
図4 平均相対湿度（1971～2000年）（％）
地域区分 都道府県
Ⅰ地域 北海道
Ⅱ地域 青森県 岩手県 秋田県
Ⅲ地域
宮城県 山形県 福島県 栃
木県 新潟県 長野県
Ⅳ地域
茨城県 群馬県 埼玉県 千
葉県 東京都 神奈川県 富
山県 石川県 福井県 山梨
県 岐阜県 静岡県 愛知県
三重県 滋賀県 京都府 大
阪府 兵庫県 奈良県 和歌
山県 鳥取県 島根県 岡山
県 広島県 山口県 徳島県
香川県 愛媛県 高知県 福
岡県 佐賀県 長崎県 熊本
県 大分県
Ⅴ地域 宮崎県 鹿児島県
Ⅵ地域 沖縄県
行うことで削減効果は異なる。
2.4 夏期の窓開放と排気熱量
冷房の使用は，生活行動や生活時間の特性によって変化
し，窓開閉と冷房使用の行動特性に関連する影響要因につ
いても明らかにされている15。このように実際の住宅では，
居住者の家族構成，年齢，ライフスタイル，意識などによ
って，窓開閉を含む生活スケジュールは多様である。谷本
ら16は，従来の固定スケジュールで算定した熱負荷計算と，
空調の発停を含む居住者の生活行動のタイムスケジュール
で算定した熱負荷の特性比較を行い，空調発停の変動を考
慮するか否かは冷房で大きく差が出ることを明らかにして
いる。
通風によって冷房負荷を削減し，省エネルギーを達成す
るには，①室内環境条件に許容幅をもたせる，②負荷をも
とから断つことで，室内環境を緩和させ，負荷を少なくす
ることで自然通風によって快適な室内環境を維持できる期
間が増えるとされている17。実際に，冷房をつけずに窓を
開放したときの状態を想定し，どの程度の熱が排気される
のかについて，住宅用標準問題6の居間において，換気回
数に室容積を乗じて隙間風量を式1から求め，
V・n・R …式1
ここで，V:隙間風量［m3/h］
n:換気回数［回/h］
R:室容積［m3］
とする。
居室に流入する風量は一定ではないので，換気回数は
1，5，10（回/h）と変化させ，通風による排気熱量（顕熱）
を式2から求めた。
Q・
1
3.6
・Cp・・・V・・t …式2
ここで，Q:排気熱量（顕熱）［W］
Cp:空気の定圧比熱 1.0［kJ/kgK］
・:空気の比重 1.2［kg/m3］
V:隙間風量［m3/h］
・t:室内外温度差［K］
とする。
図6に通風による排気熱量を示す。横軸は1990年代の
標準気象データによる最大熱負荷日8月10日の1時間ご
との居間の熱負荷である。排気熱量は1時間ごとの値を求
め，その合計を平均した。居間の熱負荷と比較すると，換
気回数1回/hでは排気熱量は300W程度であるが，換気
回数 5回/hで排気熱量は平均して 1000W，10回/hで
2000W程度となる。
3.冷房使用実態調査
前項の結果，冷暖房設定温度の違いによる年間の冷暖房
負荷の削減率は，冷房時10％，暖房時15％と暖房時の方
が大きかったが，冷房時のエネルギー消費の削減には，居
住者の意識による部分が大きいと考えられるため，冷房の
使用実態について明らかにすることが重要である。アンケ
ート調査では，子どもをもつ家庭の夏期の冷房使用の実態
について明らかにする。
3.1 アンケート調査概要
アンケート調査の実施概要と調査票の回収状況を表 4
に示す。アンケート調査は，2009年8月から9月に実施
した。調査は，次世代省エネルギー基準による地域区分Ⅳ
地域の東京，神奈川の0歳から小学生までの子どものいる
880家庭を対象とした。調査票は自記式で，保育園，小学
校の教諭を通して各家庭1部配付し，後日回収した。調査
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図6 通風による排気熱量
図5 地域区分Ⅰ，Ⅳ，Ⅵ地域の年間冷暖房負荷
表3 東京の気温を基準とした冷暖房設定期間
北海道
（釧路）
青森
（八戸）
長野
（長野）
東京
（東京）
鹿児島
（鹿児島）
沖縄
（那覇）
次世代省エネルギー
基準地域区分
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
冷房設定期間（月）  8 7～8 6～9 5～10 4～11
暖房設定期間（月） 11～5 11～4 11～3 12～3 1 
項目は，居住者の属性，居住形態，冷房使用期間，夏期の
住まい方と冷房使用に関する居住者の意識である。
3.2 アンケート結果および考察
3.2.1 回答者属性
回答者の属性を表5に示す。子どもは6～9歳が46％，
大人は30～40代が78％を占めている。回答者の住宅の立
地は89％が住宅地，11％が商業地である。居住形態は戸
建45％，集合住宅55％，建物の構造は戸建の鉄筋コンク
リート造，木造が各50％，集合住宅では99％が鉄筋コン
クリート造であった。
図7，図8に回答者の特性を示す。暑がり寒がりの程
度を「とても寒がり」を1，「とても暑がり」を5，冷房に
対する苦手感は「とても苦手」を1，「全く苦手ではない」
を5に，5段階評価とした。暑がり寒がりの程度と冷房
に対する苦手感の関係を明らかにするため，クロス集計を
行った。表6にその結果を示す。暑がり寒がりの程度が
「とても寒がり」で，冷房に対して「とても苦手」，「やや
苦手」な大人は84％であるが，子どもは「とても苦手」
は10％，「やや苦手」，「どちらでもない」，「それほど苦手
ではない」がそれぞれ30％となっている。また，暑がり
なほど，冷房に対する苦手感はなく，子どもに比べて大人
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表4 アンケート調査概要
調査対象 0歳から小学生の子どもをもつ家庭
調査期間 2009年8月～9月
調査方法 自記式（各家庭1部）
質問項目 33項目（選択，記述式）
配付回収方法 保育園小学校教諭を通して配付回収
配付数 880家庭
回収数/回収率 657家庭/75％
表5 回答者の属性（％）
子ども 大人
年齢 人数 男 女
年齢 人数 男 女
12～20歳 8.1
47.4 51.9
0～2歳 7.7
31.3 68.7
21～30歳 1.4
3～5歳 16.1 31～40歳 35.0
6～9歳 45.6 41～50歳 42.7
10～12歳 30.5 51歳以上 10.7
立地 構造
住宅地 商業地 鉄筋コンクリート 56.3
89.1 10.9 鉄骨造 8.5
居住形態 木造 28.5
戸建 集合住宅 混構造 4.7
45.0 54.6 わからない 1.5
表6 暑がり寒がりの程度と冷房に対する苦手感のクロス集計
冷房に対する苦手感
合 計
1.とても苦手 2.やや苦手 3.どちらでもない
4.それほど
苦手ではない
5.全く
苦手ではない
子ども 大人 子ども 大人 子ども 大人 子ども 大人 子ども 大人 子ども 大人
暑がり
寒がりの
程度
1.とても寒がり
度数 1 34 3 34 3 4 3 7 0 2 10 81
％ 10.0％ 42.0％ 30.0％ 42.0％ 30.0％ 4.9％ 30.0％ 8.6％ .0％ 2.5％ 100.0％ 100.0％
2.やや寒がり
度数 0 28 56 139 42 59 19 19 6 10 123 255
％ .0％ 11.0％ 45.5％ 54.5％ 34.1％ 23.1％ 15.4％ 7.5％ 4.9％ 3.9％ 100.0％ 100.0％
3.どちらでもない
度数 3 19 43 101 245 219 92 87 28 35 411 461
％ .7％ 4.1％ 10.5％ 21.9％ 59.6％ 47.5％ 22.4％ 18.9％ 6.8％ 7.6％ 100.0％ 100.0％
4.やや暑がり
度数 0 3 24 32 88 88 128 121 99 94 339 338
％ .0％ .9％ 7.1％ 9.5％ 26.0％ 26.0％ 37.8％ 35.8％ 29.2％ 27.8％ 100.0％ 100.0％
5.とても暑がり
度数 1 3 3 4 13 20 30 28 63 205 110 260
％ .9％ 1.2％ 2.7％ 1.5％ 11.8％ 7.7％ 27.3％ 10.8％ 57.3％ 78.8％ 100.0％ 100.0％
合計
度数 5 87 129 310 391 390 272 262 196 346 993 1395
％ .5％ 6.2％ 13.0％ 22.2％ 39.4％ 28.0％ 27.4％ 18.8％ 19.7％ 24.8％ 100.0％ 100.0％
図7 暑がり寒がりの程度
図8 冷房に対する苦手感
の方がその傾向が顕著である。また，暑がりで冷房が苦手
な人は大人が約3％，子どもが約4％であることから，暑
いときの行動として冷房を使用する傾向が高いと考えられ
る。
3.2.2 暑さ対策
図9に示す各家庭で行っている暑さ対策として，「窓
開口部を開けて風の通り道をつくっている」が48％と最
も高く，半数近くの家庭で窓開放による暑さ対策を行って
いることがわかる。また，どのような状況で窓を開けるの
かという質問に対し，図10に示す「暑いから」57％に次
いで，「新鮮な空気がほしいから」30％となっているので，
窓を開放して新鮮な空気を取り入れようと考えていること
がわかる。
3.2.3 エアコンの使用について
図11に各家庭で保有する冷房機器を示す。これをみる
と，エアコンの保有率が非常に高く95.7％，扇風機が72.2％，
放射冷房が13.2％であった。図12に示すエアコンをつけ
たときの状況は，湿気が多い16.4％，風がない15.7％な
ど窓開放で解決しない場合と子どもの様子から使用してい
ることがわかる。
図13は各家庭のエアコンの使用開始と終了時期である。
6月中旬の梅雨時から使用を開始する家庭が24％，梅雨明
けの7月上旬が23％となっている。終了時期は9月中旬
が36％，下旬が20％となっている。図14に示す使用日
数をみると，2～3カ月が31％，3～4カ月が26％となっ
ており，エアコンをまったく使用しない家庭は全体の
0.5％程度であった。アンケートを行った東京，神奈川は
次世代省エネルギー基準のⅣ地域であるが，東京の気温を
基準とした冷房設定期間（表3）の6～9月と比較すると，
9月下旬までに使用を終了する家庭が86.2％を占めてい
る。また，図15に示すエアコンの使用を控えることがあ
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図9 各家庭の暑さ対策（複数回答可）
図10 窓を開けるときの状況（複数回答可）
図11 各家庭で保有する冷房機器（複数回答可）
図12 エアコンをつけたときの状況（複数回答可）
図13 エアコン使用開始終了時期
図14 エアコン使用日数
図15 エアコン使用を控える有無と時間帯
るかという質問に対し，およそ75％が「ある」と答え，
その時間帯は午前中，睡眠時がそれぞれ40％程度，午後
は10％程度である。午前中や夜間など日射の影響が少な
い時間帯には窓を開放し，冷房機器の使用を控えて過ごす
など時間帯によって使い分けていることがわかる。
3.3「エアコンの使用を控える理由」の因子分析
「エアコンの使用を控える理由」として，表7に示す13
項目の質問に対し，「非常にそうである」を1，「全くそう
ではない」を5として5段階で回答を得た。「エアコンの
使用を控える理由」を統計的に要約するため，主因子法に
基づく因子分析を行った。その結果，固有値の値（5.049，
1.612，1.077，0.973）から判断し，4因子を採用した。抽出
した4因子の質問項目に対する寄与率は，52.6％であっ
た。また，抽出された因子を解釈するための因子軸の回転
は，因子間の相関があると想定してプロマックス回転を行
った。因子間相関を表8に示す。第Ⅰ因子と第Ⅱ因子に
0.672，第Ⅰ因子と第Ⅳ因子に0.546，第Ⅱ因子と第Ⅳ因子
に0.575，第Ⅲ因子と第Ⅳ因子に0.591の中程度の相関が
みられた。
共通因子への反映をみると，質問13項目のうち，質問
項目10「自然がよいと思うため」は，因子抽出後の変数
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表7 「エアコンの使用を控える理由」に対する質問項目
1 子どもが体調を崩す（頭痛，腹痛，怠感，風邪を引くなど）ため
2 子どもの健康によくないと思われるため
3 子どもが寒がる体が冷えるため
4 エアコンの使用は苦手であるため
5 暑さに対して我慢強いため
6 自分自身が体調を崩す（頭痛，腹痛，怠感，風邪を引くなど）ため
7 自分自身の健康によくないと思われるため
8 室内と外部との温度差が嫌なため
9 室内を閉め切ると，空気がこもるため
10 自然がよいと思うため
11 扇風機で十分であるため
12 在室者が少なくもったいないため
13 電気代節約のため
表9「エアコンの使用を控える理由」の因子分析
因子 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ
子どもへの配慮
.942 －.226 －.006 .013
.633 －.063 －.011 .026
.493 .273 .156 －.058
Ⅱ
自分自身（大人）への配慮
－.090 .957 －.068 －.015
－.229 .594 .136 .156
.396 .520 －.086 －.097
.383 .484 －.018 .054
Ⅲ
室内環境の維持
－.070 .062 .899 －.142
.083 －.112 .596 .058
Ⅳ
節約のため
.122 －.069 .026 .703
－.055 .058 .000 .633
－.045 .083 －.114 .520
二乗和 3.700 3.689 2.305 3.209
累積寄与率 35.6 44.2 49.0 52.6
二乗和:変数全体の分散のうち，因子ごとに負荷量の二乗和を求めたもの
累積寄与率:各因子が説明できる分散の大きさ
表8 因子間相関
因子 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ 1.000 .672 .359 .546
Ⅱ .672 1.000 .331 .575
Ⅲ .359 .331 1.000 .591
Ⅳ .546 .575 .591 1.000
図16 エアコンの使用日数と「使用を控える理由」との関係
の共通性が0.2と低かったため除外した。残り12項目の
因子負荷量は0.4以上の負荷量を示し，かつ2つの因子に
わたって0.4以上の値を示さなかったので，12項目につ
いて分析した結果を表9に示す。第Ⅰ因子:子どもへの配
慮 は，子どもが体調を崩す，子どもの健康によくないと
思われるなどの項目で高い負荷量が付与された。第Ⅱ因子:
自分自身（大人）への配慮 は，自分自身の健康のために
よくない，エアコンの使用が苦手であるといった自分自身
への配慮，第Ⅲ因子:室内環境の維持 は，室内を閉め切
ると空気がこもるなど室内の空気環境の維持，第Ⅳ因子:
節約のため は，在室者が少なくもったいないなど節約の
ためとなった。
3.4 エアコン使用日数と「使用を控える理由」との関係
図16に因子分析から抽出した4つの因子とエアコンの
使用日数の関係を示す。全体では，子どもの健康への配慮
でエアコンの使用を控えることが「非常にそうである」
「かなりそうである」割合が60％と他の理由と比較しても
非常に高い。しかし，エアコン使用日数別の割合をみると
あまり差がなく，エアコン使用日数と使用を控える割合に
は相関がみられない。これは，使用日数が継続ではなく，
開始日から終了日までの日数であるためと，同居する家族
によってはエアコンを使用する場合や子どもの健康に良く
ないと考え控えているものの，防犯や騒音の理由により窓
が開けられないなどの要因が考えられる。
4.まとめ
本研究は，子どもの熱的な環境について，健康で快適な
居住環境を省エネルギーで実現することを目的としている。
本報では，まず住宅の冷暖房負荷について設定温度を変化
させたときの年間のエネルギー消費量について分析し，以
下のことが明らかになった。
・冷暖房設定温度を1℃緩和すると，年間の冷房負荷は木
造，RC造とも約10％の削減となる。暖房負荷は木造
で約13％，RC造は約15％の削減となった。シミュレ
ーションでは一般にいわれる値と比べ，冷房ではほぼ同
等，暖房時はさらに大きい削減効果が確認された。
・冷暖房設定温度の緩和によってエネルギー消費削減効果
が認められたが，エネルギー消費の面だけでなく，熱的
な快適性も重要である。エネルギー消費量の面では快適
範囲をこえても，住まい方の工夫，意識によって，快適
性は向上が見込まれ，今後，本研究において検討が必要
である。
・涼感を得る方法の一つとして，窓を開放して，通風の確
保があるが，実際に冷房をつけずに窓を開放したときに
排気される熱量を求めた。排気熱量は1時間ごとの値を
求め，その合計を平均した。換気回数1回/hでは排気
熱量は300W程度であるが，換気回数5回/hで排気熱
量は平均して1000W，10回/hで2000W程度となるこ
とがわかった。
冷暖房設定温度の緩和によるエネルギー消費削減率は，
冷房に比べて暖房が大きかったが，冷房は健康に関わる問
題，夏期の日中に冷房使用が集中することで起こる電力供
給迫の問題等がある。また，特に冷房時に居住者の特性，
住まい方，意識によって，エネルギー消費量が変わると考
えられる。また，大人の環境調整行動が，子どもにも影響
を与えると予想されることから，次に，子どもをもつ家庭
を対象にアンケートによる夏期の冷房使用の実態を調査し
た。本報では，子どもがいる家庭の環境調整行動の分類の
ための手始めとして，主に子どもの健康への配慮からエア
コンを控えることがあるか，また，使用日数との関係につ
いて比較した。
アンケート調査は，東京，神奈川の0歳から小学生まで
の子どものいる880家庭を対象に配付し，回収率75％で
あった。調査の結果から，以下のことが明らかとなった。
・暑がり寒がりの程度と冷房に対する苦手感の関係は，
大人は子どもよりも，暑がりなほど冷房に対する苦手感
がなく，暑がりで冷房が苦手な人の割合がかなり低いこ
とから，暑いと感じたときの行動として，冷房を使用す
る可能性が高いと考えられる。
・各家庭における暑さ対策では，約50％が通風の確保を
行っており，窓開放によって，新鮮な空気を取り入れよ
うとしていることがわかった。
・各家庭で保有する冷房機器は，エアコンの保有率が非常
に高く95.7％，扇風機が72.2％，放射冷房が13.2％で
あった。エアコンを使用する状況としては，湿気が多い，
通風が確保できない，子どもの様子をみて使用している
ことがわかった。
・今回のアンケート調査では，Ⅳ地域の東京，神奈川を対
象地域としたが，東京の気温を基準として各地域の冷暖
房設定期間の検討結果と比較すると，Ⅳ地域の冷房使用
期間（6～9月）の終了時期の9月下旬までに86％が使
用を終え，使用日数は2～3カ月が31％，3～4カ月が
26％であった。
・およそ75％がエアコンの使用を控えることがあり，そ
のうち午前中，睡眠時がそれぞれ40％程度で，時間帯
によって使い分けていることがわかった。
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・「エアコンの使用を控える理由」について因子分析を行
った結果，4因子が抽出され，子どもの健康への配慮か
らエアコンを控える意識が高いことが明らかとなった。
・エアコンの使用日数が多ければエネルギー消費量も増加
するので，エアコンの使用日数と「エアコンの使用を控
える理由」の関係を比較したところ，今回の調査では，
明確な差はみられなかった。
以上，エアコンの使用や設定温度は，外気温との関係も
あり，今後は，子どもをもつ家庭において住宅の熱環境を
実測し，居住者の冷房使用に関する意識と実際の環境調整
行動の関連について，さらに研究を進める予定である。
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